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以下、「すすめる会」と略 

第39回まちべん資料 
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１．はじめに 

１．「エコ交通月間」とは？ ※昨年より開始 

  ＊「エコ交通」   ※通勤に限らず、買い物・送迎・ドライブも含む 

   （１） 交通手段の変更    ： マイカーから公共交通機関・自転車・徒歩への転換 

   （２） クルマを上手に利用 ： エコドライブ、相乗り、時差出勤、パーク＆ライド 

  ＊「エコ交通月間」       

      エコ交通を宣言して、実践する月間  （普及のためのイベント） 

２．活動対象は？ 

  （１） 「すすめる会」の会員事業所の従業員 

  （２） 一般市民の方 

３．活動の展望は？ 

  ＊短期的には、「エコ交通」の普及・理解促進  ※「エコ交通月間」の継続・改善 

  ＊中長期的には、組織的・自立的な活動へ 



「すすめる会」活動の展開イメージ 

短期（2年） 
2013年・2014年 

中期（5年） 長期（10年） 

活動趣旨 
・｢エコ交通｣の 

    普及・啓発 
・組織的な企業･市民活動 

・文化としての定着 

 （ｺﾞﾐの分別、交通安全 

      立哨のように） 

活動目標 
「豊田エコ交通月間」 

  参加者人数：5,000人 

「豊田エコ交通月間」 

  参加者人数：10,000人 
環境方針として位置づけ 

重点課題 

（手段） 

・環境行動によるCO2削減 

・エコ交通への意識向上 

・環境行動によるCO2削減 

・エコ通勤・エコ通学・エコモ

ビへの転換促進 

・環境行動によるCO2削減 

・交通ネットワークの充実 

◆わかりやすい目標で、活動の見える化 
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１．はじめに 

※2013年（H25年）9月の「すすめる会」にて承認 

「豊田エコ交通をすすめる会」 2014/08/25 
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昨年活動結果と今後の対応 

H25年度（昨年） 活動結果 今後の対応 

「豊田エコ 
 交通月間」 

①参加人数 788人 
  ・会員事業所 569人（72%） 
   ※従業員数の10%（一律）を目標 

  ・一般市民  219人 （28%） 
②CO2削減量 6.84トン 
  （のべ 7,855 人・日） 

①会員事業所：職場展開に重点 
  ※H26は、自主設定目標（但し昨年以上） 
 ・個人：通勤手段多様化 
 ・会社：通勤制度、ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ等の検討 
②一般市民：参加率向上に重点 
 ・紙での参加・登録、広報宣伝の工夫 
 ・CO2貢献の情報提供 
③開催時期: 安全運動との連携 

１．はじめに 

「豊田エコ交通をすすめる会」 2014/08/25 

■「すすめる会」会員事業所の意見 （2014年2月6日、総会にて） 

（１）活動趣旨 ： 「エコ交通」をより身近な（環境、安全、お財布など）メリットで訴求すべき、業務用車のHV/PHV化も活動対象とすべき 

（２）活動目標 ： 今回の実績を考慮した各事業所の自主目標の設定、子どもでもわかりやすい目標表現（例：ペットボトル）の工夫 

（３）展開方法 ： ① 子どもを対象とした交通安全教育の一環で「エコ交通」を同時に展開   ※中期目標 

           ② 近隣の市も巻き込んだ取組み（県との連携も）、会員拡大 

           ③ 参加登録情報項目および実績報告項目を少なくして、参加ﾊｰﾄﾞﾙを低く 

           ④ テレビCM、バスのラッピング、Ha:mo(車両)による「エコ交通」街宣 

           ⑤ 可能な場合、企業（または職場単位）で集約して登録・報告できる仕組み 

           ⑥ チラシ・ポスターに加えて、電車・バスの車内放送もしてはどうか 
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昨年の「まちべん」でのご意見 

◆第31回まちべん （H25年度「エコ交通月間」結果、2013年11月25日） 

（１）渋滞指標以外で、活動の意義を評価できる指標を考えてはどうか? ※CO2貢献度も１つ 

（２）活動目標の設定には、市民の共感が得られるものであること  

（３）ボランティア的な参加形態を検討してはどうか？   

（４）企業参加のメリットの明示   ※すすめる会にて「企業活動紹介」、㈱小野組 

（５）この活動が正義であるような認識を市民がもてるような工夫 

（６）健康診断のような交通診断で、行動変容に結び付ける（個人・企業） ※中期課題 

（７）企業間での駐車場のシェア 

（８）交通行動の見える化  ※当面「エコ交通月間の継続」（CO2実績、アンケート分析など） 

（９）会員事業所の拡大 

など 

１．はじめに 



事業所の通勤実態から言えること 

◆マイカー以外の通勤割合は、豊田市全体より高い 

◆しかし、月間への参加は、エコ交通（公共交通）通勤者の一部の方々であった 

●会員事業所23社からの回答 

●従業員総数 35,329人 

●マイカー以外（公共交通、自転車、徒歩） 

  の通勤割合＝25.1％ （約8,800人） 

出典：第５回中京都市圏PT調査（平成23年）より マイカー以外の 

通勤者割合＝２０．６％ 

出勤 

割
合 

会員事業所の従業員数（正社員数） 

B社 

● 

２０，０００ 

A社 

C社 

D社 

E社 

おおきなバラツキあり 

通勤調査（2013年6月） 
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１．はじめに 

2014/08/25 「豊田エコ交通をすすめる会」 



【参考】会員事業所の特徴 

項目 支給内容 回答 

支給基準 
1km又は2km未満は 
支給せず 

5社/19社 

自転車 
定額または距離で 
支給あり 

10社/16社 

公共交通 定期券代実費の支給 19社/19社 

◆ 通勤手当て（制度）の特徴 

A社 

B社 C社 

D社 

E社 

① 

② 

○ 
２０，０００ 

● 

A社 

③ 

◆（公共交通＋自転車＋徒歩）の比率が高い事業所  

  ①鉄道会社 ②通勤ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ・連絡ﾊﾞｽを導入している従業員数の多い事業所 

  ③自転車通勤手当てを支給している事業所 （下図の 印の事業所） 

◆ 比率が低い事業所 

  製造部門従業員の多い事業所。 鉄道駅・バス停が近くにない。 

○ ● 

割
合 

会員事業所の従業員数（正社員数） 

（2013年6月調査＆個別ﾋｱﾘﾝｸﾞ） 

2014/08/25 「豊田エコ交通をすすめる会」 7 



◆ CO2削減量は6.84トン（実績報告者481名、登録者に対して61%） 

◆ 1日・1人あたりで、平均870 g-CO2 (延べ7,855人・日の参加) 

昨年の「豊田エコ交通月間」CO2削減量 

１．CO2排出量 (期間中の総量） 

＜算出方法＞ 

(1)CO2削減量は、 

  ①この期間にエコ交通手段へ変更した人 

    （１日でも） 

  ②エコドライブ実践者（一律5%減で計算） 

  を日当たりの実績報告から算出。 

(2)既に公共交通・自転車・徒歩の人（237人） 

 も登録者人数788人に含まれるが、削減量計算 

 に含めていない。 

２．他のCO2削減活動との比較 
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１．はじめに 

「豊田エコ交通をすすめる会」 2014/08/25 
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２．本年度の活動方針 

１．活動基本方針 ※昨年度と同じ  

  (1) 全市的取組み  （一般市民にも拡大した活動）    

  (2) 活動の見える化 （参加者のモチベーションにつながる指標） 

  (3) 活動の持続性  （会員事業所活動、一般市民の参加） 

２．本年度の活動方針（案） ※昨年度の反省を踏まえて 

  「エコ交通月間」を通じて、下記を重点対応。 

  ① 一般市民への広報・宣伝 （わかり易さと広報活動強化） 

  ② 会員事業所の社内活動 （展開しやすさ、職場単位の参加など） 

  ③ 交通安全との連携 （「エコ交通」の市民権確保をめざして）   

「豊田エコ交通をすすめる会」 2014/08/25 
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３．平成26年度「豊田エコ交通月間」概要   

１．開催時期： 9月16日（火）～10月13日（月）    

   ※ 秋の交通安全市民運動（9/21～30）と連携  

   （とよた３Sドライブと「エコドライブ」の共通点の強調） 

２．参加者 ： 豊田市在住者・在勤者なら誰でも参加可 ※豊田市への出張者もOK 

３．参加登録： Web登録 ＋ 紙登録（新規） 

   ※ 家族、職場単位（グループ）での参加OK （紙登録で） 

４．告知活動： 主要箇所でのチラシ配布・ポスター掲示    

    ※ 横断幕、吊り下げ広告（愛環の全車両の中央出入口の真上） 

   ※ ラジオ放送、電車・バスの車内放送の追加 

５．プレゼント： 抽選で実績報告者に会員の協賛商品を提供（昨年と同じ）   

■とよた３Sドライブ 

「豊田エコ交通をすすめる会」 2014/08/25 
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5月 6月 7月 8月 9月 

全体日程 

タスクチーム 

告知チラシ 

登録システム 

ラジオ放送 
（FMとよた 
 番組「あさらぶ」） 

電車・バス 
 （車内放送） 

ZIP-FM（試行PGM) 
地域ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 

事業所自主目標 

実施企画  
エ
コ
交
通
月
間

 
（

9/16
～

10/13）
 

★6/24 
「すすめる会」 
（第7回） 

★5/15 
（第2回） 

★6/12 
（第3回） 

★7/10 
（第4回） 

★8/7 
（第5回） 

★9/11 
（第6回） 

★5/22 
ｷｯｸｵﾌ 

★5/26 
ｷｯｸｵﾌ 

★4/14 
打診 

原稿 
印
刷
完 

校正 

放
送
開
始 

原稿 判
断 

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

完 
改修案 

システム開発 

メールのやりとり 

アンケート 

承
認 

★秋の交通安全市民運動 
 （9/21～9/30） 

★とよた産業フェスタ（9/27） 

★8/18～9/12で放送 
■平日の1回/日で20回放送 
（7:00-9:00時間帯の中で1分程度/回） 

最
終
稿 

★7/16  7/28 
8
月
8
日 
受
付
開
始 

・7月29日 昨年度参加者へのメール配信 
・7月30日 今年のDBへ切り替え 
・8月5､6､7日に システム動作最終確認 
・8/7、9/15 協賛商品HP掲載（研究所原稿作成） 
・登録期間 8/8-10/6 23：59 
・実績報告期間 9/16～10/27 23：59 
・トップページイベントバナー削除 10/14 
・アンケート受付期間 10/14 00：00～10/27 23：59まで 
 

6/12 ★7月7日時点で22事業所から回答 
  自主目標（合計）：758人 

7/18 

交通安全フェア★ 
 （8/30､31＠松坂屋） 

 

＜備考＞ 
抽選会：11月28日予定 
協賛商品受取：10月上旬 

現在 

打
診 

7/2 
正
式
回
答 

7/15 
★２社はOK 
・愛知環状鉄道 
・名鉄バス 
 （おいでんバス） 

放
送
開
始 

原稿 
★9月1日～15日放送 
（朝の時間帯、回数は 
 交通事業所の判断） 
 

★9/4豊田地区安全運転管理協議会（総会） 

8/1済 

・豊田駅付近の横断幕掲示8/18～9/16 
・駅（愛環・名鉄）ポスター掲示 （同上） 

MURC説明会 

6/20 

合否連絡 

7/15 ★週末ｲﾍﾞﾝﾄ紹介 
（ﾊﾟﾜｰﾌﾟｯｼｭ枠）が決定 

9/10放送（1日のみ） 
番組「PEACHY」

10:00-10:10 

8/1済 

３．「豊田エコ交通月間」概要 

「豊田エコ交通をすすめる会」 2014/08/25 
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告知チラシ   

３．「豊田エコ交通月間」概要 

「豊田エコ交通をすすめる会」 2014/08/25 

登録
用紙 
ﾌｫｰﾑ 
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３．「豊田エコ交通月間」概要 

受付・登録・報告・事務局集計の流れ   

＜案内＞ チラシ 

一般市民 会員事業所 

FaceBook 

＜参加方法＞ 

車内放送 ラジオ 横断幕 

1人で参加申し込み グループ（家族・職場単位など）で
参加申し込み 

Web管理 
＜登録・管理＞ 

紙面管理 

＜申込み方法＞ FAX メール 郵送 

景品贈呈 

＜対象＞ 

メール 

＜受付＞ 

（終了後）グループ全員の情報を事務局へ 

実績集計 効果検証 ＜まとめ＞ 

CO2算出用 

← エコ交通宣言 

エコ交通の実践
＆報告 

Web 

Web受付 

※登録用紙（チラシの裏） 

事務局から実績記入用紙・アンケートを送付 

事務局が登録用紙を受領 

インターネット接続環境のある方 
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Web登録画面への入り方 

ココを 
クリック 

３．「豊田エコ交通月間」概要 

http://ecommute-Toyota.jp/ecot/ 

◆「すすめる会」のホームページ『エコミュート』のTop画面 

「豊田エコ交通をすすめる会」 2014/08/25 
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告知ポスター   

３．「豊田エコ交通月間」概要 

「豊田エコ交通をすすめる会」 2014/08/25 

名鉄「豊田市駅」 改札口（左側掲示板） 愛環の全車両の中央入り口 

②名鉄「豊田市駅」東側 
  参号館への空中通路の西側エンド 

①名鉄「豊田市駅」西側ペデストリアンデッキ 
  CITY PLAZAへの階段の降口 

◆横断幕 
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４．まとめとご意見いただきたい点 

１．活動目標  ※理解・普及促進活動に重点 

  (1) 会員事業所： 昨年以上（自主設定目標） ※家族・職場単位の登録も可 

  (2) 一般市民 ： 昨年以上            ※広報・宣伝の拡大  

２．参加登録方法 ※昨年は個人のWeb登録のみ  

  (1) Web登録 （昨年と同じ） 

  (2) 紙の参加申請も可 登録・報告の簡略化 ※事務局から「実績報告書」の郵送 

３．告知活動  ※新規項目 

  (1) 安全連携： 交通安全フェア（8月30、31日＠松坂屋）豊田地区安全運転管理協議会（9/4） 

  (2) 他事業所展開： 中小企業勤労者ｾﾝﾀｰの機関誌「ﾜｰｸﾌﾚﾝﾄﾞとよた（9月号）」折込 

  (3) 愛環・名鉄バス（おいでんバス）： 車内放送 9/1～15 

  (4) ラジオ放送：  FMとよたの番組「あさらぶ」（7:00-9:00）でﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨが紹介 9/1～15    

「豊田エコ交通をすすめる会」 2014/08/25 


